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Impression to be seen in an answer sheet 
 




Now I am in charge of Calculus Ⅰ  (repeating course),  Probability and Statistics  and Complex 
Analysis in second school of engineering. I let students write the impression of the class on the answer 
sheet optionally when they took an examination . It is unrelated to the evaluation of the examination, 
therefore  the lesson  which they  hope for is shown. Students mention Practices and Freedom 
Problems in an impression, and I generalize it. 
 
キーワード：工学部の数学 授業中の演習 演習レポート 自由課題   
Keywords：Mathematics of Departments of Engineering,  Practices in Class,  Practice Reports,  
Freedom Problems 
 










１．確率統計 電気工学科 機械工学科 3年次  
 テーマ・内容 
第１回～第 3 回  復元抽出、  標本空間の図表示、 
和事象、余事象、積事象の確率 
第 4 回～第 8 回  事象の独立性、条件つき確率 








中の 10 個の球の復元抽出」に限定して標本空間、事 
象、確率という展開をとった。復元抽出 2 回の場合、 

































2017 年度 「新しく学んだ計算法があるのに今まで 
の知識で解いてしまうことが多かった。」 























































 平均点(人数)  上:記入者 下：無記入者 
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参考 1 試験問題例 2019 年度 
 黒球 4 個、白球 2 個、赤球 6 個が袋に入ってい
る。これから１球ずつ 6 回取り出す。球はその都度
元に戻すものとする。黒球 2 回、白球 1 回、赤球 3
回出る確率を求めよ。 
 
参考 2.  授業でとりあげた例題   野球の打率と
出塁率の関係 
 野球の打者、ヒットを打つ確率は 10 打席中 3 本、
凡退する確率は 5 回、四死球で出塁する確率は 2 回













































第９回～第 10 回 原始関数、不定積分、定積分  
第 11 回～第 13 回 置換積分 部分積分法    





















































































平均点(人数)  上:記入者 下：無記入者 





















参考 3.   試験問題例  y = 𝑒𝑒2𝑥𝑥
𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠+𝑐𝑐𝑐𝑐𝑠𝑠𝑠𝑠
 を微分せよ  














3.複素解析学  全学科 3年次 
テーマ・内容 
第１回～第３回 複素数、複素平面、 極形式 
第４回～第８回 複素比例関数 、複素１次関数の
写像と不動点、相似変換の中心  
第９回～第 11 複素累乗関数 扇形の像  複素共役
関数の写像 
第 12 回～第 14 回 正則関数、コーシー・リーマンの
方程式、複素指数関数と複素三角関数   





















































































      
感想記入者の成績 
平均点(人数)  上:記入者 下：無記入者 






















参考 4 演習問題例  

















































注 1: 単位時間あたりの業務の金額のこと。 
注 2 sec 𝑥𝑥  𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐 𝑥𝑥, cot 𝑥𝑥 は現在高校数学では取り
扱わないが、古い教科書や工学では時々でてくるの
で説明する。問題解答には使用を要求していない． 
注 3  𝑓𝑓(𝑧𝑧0) = 𝑧𝑧0 となる𝑧𝑧0(図 5)。 
 










紀要 2000 年秋 
8.丸山  彰「学力評価の多面性」数学教育学会研究紀要 2001
年春 
9.丸山  彰 自由課題に学ぶ(数学書の感想文とパソコン) 





図 1  標本図 縦 1 回目 横 2 回目 
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図 2 条件つき確率の図表示 
A: 異なる色の球が出る B:1 回も赤球が出ない 
𝑃𝑃(𝐴𝐴) = 62
100
  𝑃𝑃(𝐴𝐴 ∩ 𝐵𝐵) = 12
100







図 3 自由課題より クラスに同じ誕生日の人がいる
確率 





図 4 関数  𝑤𝑤 = 𝑓𝑓(𝑧𝑧) = 𝑧𝑧2 による扇形の像 
    原像         像図形 
   
図 5  𝑓𝑓(𝑧𝑧) = −1+𝑖𝑖
√2
𝑧𝑧 + 2 + 𝑖𝑖  の不動点は 
𝑧𝑧0 = 3−√2+(2√2−1)𝑖𝑖2   
三点𝑂𝑂(0),𝐸𝐸(1), 𝐼𝐼(𝑖𝑖)を頂点とする𝛥𝛥𝑂𝑂𝐸𝐸𝐼𝐼の像は不動
点𝐹𝐹(𝑧𝑧0)中心に 3𝜋𝜋4  回転した𝛥𝛥𝐵𝐵𝐸𝐸″𝐼𝐼″である。 
 
 




 回転し2 + 𝑖𝑖平行移動
した𝛥𝛥𝐵𝐵𝐸𝐸″𝐼𝐼″である。Python 使用 
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